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ゲーム理論の中選挙区制への応用


政治行動論-7 

・建林正彦  2004, 『議員行動の政治経済学・自民党支配の制度
分析』有斐閣、2章. 
・カーチス, G.  1969, 『代議士の誕生　新版』山岡清二訳  サイマ
ル出版　1983年. 

選挙制度についての復習


•  小選挙区制 
•  比例代表制 
•  混合型 

– 小選挙区比例代表併用制 
– 小選挙区比例代表並立制 

•  中選挙区制（SNTV-Single Non-Transferable 
Voting system）


skip to slide 11 


小選挙区制


•  全国を議席数だけの選挙区にわけ、各選挙区
で最多数の得票を得た候補者が当選 

比例代表制


•  得票数に比例するように議席を政党間で配分
する 

得票率　　　　　　議席率


= 
A政党 

B政党 
C政党 
D政党


混合型


•  小選挙区比例代表並立制（日本） 
– 小選挙区（300）と比例区（180）と議席を割
り当てる 

– 基本的には多数代表 
•  小選挙区比例代表併用制（ドイツ） 

– 議席配分は比例代表で、当選者は小選挙
区で 

– 基本的には比例代表 

小選挙区制 vs 比例代表　 
　　選挙制度の正しい分類ではない


•  正しくは、次の2つ基準で分類するべき 
– 選挙区の大きさ 
– 議席配分の算出方法 
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選挙制度の正しい分類


選挙区の大きさ 
　小選挙区　　　　大選挙区 
　（1人）　　　　　　（2人以上）　


議席配分の 
算出方法 

　　　相対多数 

　　　比例配分


小選挙区制　　  中選挙区制 

　　　×　　　　　　比例代表制


SNTVとは


Single Non-Transferable Voting system 

単記　非　移譲　式


●大選挙区で選挙区から複数の当選者が出る 
　 → 当選者数だけの候補者に投票できてもよい 
●それを、一人に制限 
●好ましい候補者が複数ある時に、どちらに投票 
　　すべきは、簡単には決められなくなる 
●それらの候補者の当選確率予測に依存


SNTVとは


Single Non-Transferable Voting system 

単記　非　移譲　式


●複数の候補者に投票が可能で、 
●第１位の候補者が当選した（当選に必要な票を獲得した）とすると、 
●それを超える票については死票（無駄な票）になる。 

●そこで、それらを第2位の候補者に配分することが 
　　可能な制度 

●そのようなこともできない（制限されている）


日本の中選挙区制


•  1925年、男子普通選挙とともに採用された 
–  1928年第16回総選挙から 
–  1946年4月、戦後直後の第22回（大選挙区制）を
除いて 

–  1993年6月、第40回まで 
•  原則、3から5人を1選挙区から選出 

–  1993年で、128選挙区、511人の議員定数 
　２人区：　８区 
３人区：39区 
４人区：34区 
５人区：45区 
６人区：　２区 

•  説明を簡単にするために、130選挙区で定数500とす
ると


日本の中選挙区制：その特異性


•  説明を簡単にするために、130選挙区で定数500とする
と 

•  過半数の議席（250）を獲得しようとする政党 
– 複数の当選者を出さなくてはいけない 
–  130 × 2 = 260 

•  有権者にとって： 
–  「誠実な投票」が必ずしも最適な戦略でない 
– 同じ政党の候補者のあいだでの不均一な得票（より
魅力的な候補者にかたよる） 

– 複数当選が可能な政党が、党としての得票に見
合った議席を獲得できない 

– 有権者にとっても最適な結果を逃している 
– 移譲式なら、その心配はない 

日本の中選挙区制：その特異性


•  説明を簡単にするために、130選挙区で定数500とする
と 

•  過半数の議席（250）を獲得しようとする政党 
– 複数の当選者を出さなくてはいけない 
–  130 × 2 = 260 

•  候補者（政党）にとって： 
– 同じ政党の候補者間の争いが激しくなる 
– 政党の公約（政策）では、候補者間の差が出せない 
– 個人的な利益の提供に重点が置かれる（個人後援
会） 

– よけいな金・エネルギー 
– 有権者の「誠実な投票」は、政党側からみても最適
な結果を保証しない 
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日本の中選挙区制：その特異性


•  説明を簡単にするために、130選挙区で定数500とする
と 

•  過半数の議席（250）を獲得しようとする政党 
– 複数の当選者を出さなくてはいけない 
–  130 × 2 = 260 

•  候補者としては： 
– 同じ政党の候補者間の争いを避ける戦略 

•  政策の棲み分け 
•  地域割り 

– 会） 
– よけいな金・エネルギー 
– 有権者の「誠実な投票」は、政党側からみても最適
な結果を保証しない 

日本の中選挙区制：その特異性


●政策の棲み分け 
　- 政務調査会では異なる部会に所属 

●地域割り 
　- 地盤の分割 

このことを実証的に（データを用いて）確認 
したようとしたのが → （建林 2004）


『代議士の誕生』 

•  Gerald Curtis, Colombia Univ. 日本政治研究 
•  原著：Election Campaigning, Japanese Style 
•  副題：日本式選挙運動の研究 

•  日本の選挙についてのマイクロ=スコピックアプ
ローチ（微視的研究）* 

•  佐藤文生（1967年、衆議院初当選、トップ当選**） 
– 大分2区、地方議員 → 衆議院議員 
– 当選までのプロセスを、1年余（66年6月～

67年7月***）、住み込みで取材* 
* 訳者まえがきp.7, ** 236, ***まえがきp4-5  


